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学校だより 第５号 
 

 夏休みも残り１０日あまり。規則正しい充実した毎日が過ごせていますか。自分ででき

ることが増え、心や体が成長している実感がありますか。まだ１０日もある、まだまだい

ろいろなチャレンジができると考え、挑戦したいことをもう一度みつめてみる。何度でも

リセットができることもたくましさの一つ。ここでもう一度スケジュールを立て直し、思

い立ったが吉日、さあ、チャレンジを始めましょう。 
 ８月は、いろいろなことを考えさせられます。広島、長崎への原爆投下から７８年、太

平洋戦争の終戦から７８年。「平和」ってどういうことだろう。ロシアのウクライナへの

侵攻から１年半、未だに平和に向かう様子はない。極東アジアの緊張感。沖縄や南西諸島

に配備される自衛隊や兵器。報道の中で、戦争体験者がどんどんいなくなる中で、戦争を

知らない若い世代に平和をどのように伝えていくのかが話題になっていました。私も「戦

争を知らない」一人。でも、振り返るとずっと世界のどこかで戦争が起こっていました。

世界中が平和になるためにはどうすればよいか。詩人の谷川俊太郎さんは、昭和６年生ま

れ、今年の１２月で満９１歳になられます。太平洋戦争が終結した昭和２０年８月当時は 
１３歳だったそうです。谷川さんは以前あるインタビューの中で「あの頃、男の子たちは

戦争を楽しんでいる雰囲気があった。戦争の原因は突き詰めれば人間の一種の欲望。戦争

はなくならないと確信するようになった。しかし、いくら正義をふりかざしても人が人を

殺すという、戦争が悪であるというのは変わらない。最近はリモート化して、ゲームのよ

うに感じているのではないかと怖くなる。戦争を再び起こさないようにするには、今の状

況の中で、どうやって自分が戦争に反対することができるかを考えないと。その人がその

人の仕事を地道にやっていって家庭を守ること、そういう人間の普通の生活を信じて、そ

れを守るということしか戦争反対の道はないという気がするんです。」と語っています。 
 もう一つ考えたことは、毎日続く摂氏４０度の酷暑。突然ゲリラ豪雨に襲われ街が冠水。 
世界中で起こっている山火事。何日も停滞して生活を苦しめる大きな迷走台風。温暖化は

進んでいるのか、今後、地球はどうなっていくのか。そういう自然環境の中で人間は生き

続けることができるのか。これも、人間が欲望のままに生活してきたつけではないか。 
 一つとして亡くなっていい命はない。あたりまえのように生きているこの日々は、実は

とても奇跡。人は一人では生きていけない。欲望は大きなエネルギーともなるけれども、

一方で、うそをつかない、人に迷惑をかけない、人を苦しめないなど「人として踏みはず

してはいけないこと」を常に意識して欲望をコントロールすること、お互いの命を尊重す

ることが大事。他人事ではなく、自分の事として考えていくことが大事だなあと、あらた

めて感じたことです。 
さて、食事をしっかりとり、睡眠をしっかりとるなど規則正しい生活を心掛けることで

免疫力を高める。２学期に入るとすぐ体育大会など、体を存分に動かす行事もあります。

体調を崩してしまっては、挑戦する活力も減退してしまいます。心と体を毎日毎日、いい

方向へリセットし、気力と体力を充実させて２学期を迎えましょう。 

 

ブログを随時更新しています。アドレス https://www.keinet.com/yoshihic/blog/ 

９月２９日（金）に、谷川俊太郎さんの息子さん、谷川賢作さんが結成している

音楽グループ、DiVa（ディーヴァ）が吉野東中学校で演奏をしてくださることにな

っています。谷川俊太郎さんの詩に音楽がついて演奏されます。夏休みの残りの日

々、谷川俊太郎さんの詩にたくさん触れてみてください。 
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「ＳＣ来校」はスクールカウンセラーが来校する日です。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

９月の主な行事 

 日 曜 行　事  日 曜 行　事  日 曜 行　事

1 金
始業式、大掃除
ＰＴＡ三役会（19:00～） 11 月 振替休日 21 木

性に関する学習〔２年５・６校時〕
第３回選挙管理委員会

2 土 週休日 12 火 22 金
校内席書会（３～４校時）
県ＳＣ来校（午後）

3 日 週休日 13 水 生徒会役員立候補申込締切 23 土 （祝）秋分の日

4 月
市内共通テスト〔３年１～５校
時〕 14 木

第２回選挙管理委員会（立候
補者集合） 24 日 週休日

5 火

体育大会全体練習①（６校時）
学校納金日〔１年〕
市Ｐ連ＰＴＡ研修会
市ＳＣ来校（終日）

15 金 25 月
校内選挙運動期間（２９日ま
で）
職員研修（授業は５校時まで）

6 水
体育大会全体練習②（６校時）
学校納金日〔２年〕
市Ｐ連母親理事会

16 土 週休日 26 火
市Ｐ連母親懇談会研修会
市ＳＣ来校（終日）

7 木
体育大会予行練習（３～６校時）
学校納金日〔３年〕

17 日 週休日 27 水

8 金
体育大会全体練習③（６校時）
学校納金日〔予備日〕

18 月 （祝）敬老の日 28 木
生徒会学校専門委員会（放課
後）

9 土
体育大会全体練習④（１校時）
体育大会準備（２・３校時） 19 火 職員会議（授業は５校時まで） 29 金

芸術鑑賞教室（５・６校時）
第４回選挙管理委員会

10 日 第４１回体育大会 20 水 30 土 週休日
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県大会、九州大会等で大活躍。吉野東旋風巻き起こる。 

＜令和５年度中学校総合体育大会鹿児島県大会の結果＞ 

陸上競技 
低学年男子１１０ｍＨ １３秒８５ 第２位 ２年 中森 楽稀 

九州大会出場（台風６号のため中止） 
共通男子走幅跳 ６ｍ０３ 第７位 ３年 森田 梨楠 

 
バドミントン競技 個人 男子シングルス 第３位 ３年 橋口 寛治 九州大会出場 
         女子バドミントン部 ベストマナー賞 
 
水泳競技    
 男子１００ｍ背泳ぎ 第１位 ３年 有田 悠希 九州大会出場 全国大会出場 
 男子２００ｍ背泳ぎ 第１位 ３年 有田 悠希 九州大会出場 全国大会出場 
 女子２００ｍ背泳ぎ 第７位 ３年 芝﨑 楽 
 男子４００ｍ自由形 第７位 ３年 山下 大地 
 男子４×１００ｍフリーリレー ６位 山下大地・向井礼司・前村周宥・有田悠希 
 男子４×１００メドレーリレー ５位 有田悠希・前村周宥・今針山葉太・山下大地 
 

空手道競技 

 団体型の部 第３位 １年 中森 大志 

 

＜文化部県大会の結果＞ 

吹奏楽  県中学校音楽コンクール 夏の祭典 吹奏楽中編成の部 金賞 
     第６８回九州吹奏楽コンクール鹿児島県大会 中学校Ａ 銀賞 
 
演劇部  鹿児島県演劇フェスティバル 最優秀賞 演目「雫色」 

中学生審査員賞（ＭＢＣ南日本放送賞） 
 
＜その他の表彰＞ 

〇 第６７回鹿児島市中学校生徒弁論大会 優秀賞 ３年 芝﨑 楽 

〇 第３３回重村旗争奪鹿児島市中学校軟式野球大会 優勝 

〇 鹿屋東旗選抜野球大会  準優勝 最優秀選手賞 ２年 永原 悠翔 

〇 いじめ防止啓発強調月間ニコニコ月間作品コンクール 学校賞（ポスターの部）美術部 

 

〇 令和５年度鹿児島県図画作品展 

   県市議会議長会会長賞 ２年５組 田原 瑠美 

          特 選 １年１組 橋本  海 

              ２年３組 原口 陽向 

          入 選 １年３組 斜木 遥心 

              １年３組 堀之内 いおな 

              ２年３組 徳波 結花 

県図画作品展の受賞作品は８月２３ 日（水）～８ 月２７日（日）鹿児島県歴

史資料センター黎明館に展示されます。  

〈※ ８月２５日（ 金 ）は休館日、 ８月２７日（日）最終日は１６時まで〉 
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親子ふれあい奉仕作業、御協力ありがとうございました。 

 令和５年８月２０日（日）の６時３０分から、親子ふれあい奉仕作業が行われまし

た。今年は天候にも恵まれ、約２時間にわたる作業に２９５名の生徒・保護者の皆様

が一生懸命美化活動に汗を流してくださいました。ありがとうございました。前日の

１９日（土）には保護者有志で結成されている吉野東サポート隊の皆さんに校内の環

境美化活動を実施していただきました。両日で、校舎周辺から体育館周辺、武道館周

辺、福祉館側の校庭端の雑草の刈り取り、側溝の泥上げなどを行っていただき、特

に、弓道場跡やテニス場西側の敷地も見違えるほどすっきりとなりました。教育環境

が少しでも整ったことで、２学期は体育大会や学習発表会など行事が多いですが、充

実した教育活動を展開してまいります。本当に御協力ありがとうございました。 


